
る。第 l回目は4徒歩J道路の調査成果を巾 西部出土の木簡」、熱田.J.'t保rm雲市-三
学会 ・研究会等の活動 心として行ったが、本年は2000年3月18

日に、宅地巡緋の弘~3!EJお*の検討を主題

として行った。藤原Jj¥以降の都城の状況

.中国建築史研究会 を参考にすべく、山中t，i氏(三重大学)

問中淡教授(京大人文研)を中心とする中 の基調報告「平安京解体過程からみた古

国建築史研究会が2年振りに復活し、都 代王織の宮都観ー宅地平IJmにみる古代王

城建築復元にl対する文献講読を行った。 織の都市倣一」、武郎和哉氏(奈良市教育

5月26日、 6月15日、 7月22日は初回美穂 委只会)による平成京における宅地遺構

(京大大学院)が綴助勲「対含元殿遣社及 の成栄報告が行われた。その後、竹田政

原状的探討J<r文物J19981~ 4 J切)を、 10 敬氏(椴原市教育委民会)、長尾充氏(後

月22日と 2月23日は北問裕之(京大大学院) 文研)から藤原京の成巣報告があった。

カf楊肋勲 fJi!J長安威明徳門復元探討J(r文 目喜朗l京の宅地逃椛は、 宅地割りが序々に

物J1996年4JYJ)を翻訳し、そのWt稿を全 判IY]してきているが、建物両日償の状況や、

只で検討した。なお、合元殿論文の翻訳 宅地の大きさと京内でのf立i世・建物の鋭

は『仏教芸術J246号に掲載された。この 絞などが、どのような関係をもつのかな

ほか l月29日には、京大人文研に:tf.lJNJされ どの検討には、まだ資料不足である。こ

ていた、国立シンガポール大学の王才強 れまで同様、条坊道路を中心とした地道

郎教授の特別講演会を開催した。王氏は な測交の積み重ねが必裂である。

CGを駆使した庇朱時代都市公似の復元研 (安図筒太郎)

究により、 UC/{-クレー校からph.Dを取 ・条皇制・古代都市研究会

11fし、その主製部分を出版したばかり。講 2000年3月4-5日に、第16悶大会を開

演のiiii題は「崎長安械のCG復元研究」で、 似した。一目白は「遷都の諸問題」をテ

日本の建築史研究者や考古学者と活発な ーマとする研究報告で、文献史学サイド

議論が交わされた。 (浅川滋男) からは、選管や巡都の?刊誌が取り上げら

・漢長安城日中共同発掘調査講演会 れ、大極殿の成立とl歴代巡都縫JIヒとの|刻

8月7目、平城宮跡資料館講堂において、 係が槍じられた。また、後JgJ難波宮につ

中国社会科学院考古研究所(考古研)と共 いて、総波京の分析も防まえてその特徴

同で進めているi集長安域経営第2次発掘 が明らかにされ、長岡宮への移築の問題

調査の成栄報告会を開催した。成栄報告 が諭じられ、恭仁1ぎについても発抑制殺

の秘i院は、淡長安減考古隊長の李統芳研 l成採が報告され、討議が交わされた。ニ

究員(考古研)が担当した。 ì~í組は「決長 日目には各地の制殺事例が報告された。

安城tEl?'2号建築遺跡B区の発揃l調査j 滋賀県宮町遺跡の測査では、出土木附に

である。2号建築巡跡が全体として「前初 ついて、その年代や税物の述送に関する

後寝」式の配位をとり、米央官級房殿と類 分析結換が報告された。宮城県角田郡山

似するが、両者の規模や構造に若干の差 遺跡の加資では、伊兵部術正倉院の発掘

災を認めうることなどが報告された。絞 成*が紹介された。ぬ絞県古志本郷:ifi幼:

いて、殴周考古学の専門家、鄭若築制研究 の測査では、 『出護国風土記jにみえる

貝(考古研)が「長江三峡ダム地区の考古 「事11門郡家jにlt定できる官術遺構が報告

学的新発見」と泌する稀淡を行い、未発表 された。また、中世における耕地開発の

出土逃物等に注目が集まった。通訳はいず 事例と して奈良県中付江l:ifi跡の水田巡桃

れも浅川とう|奇岩石(考古l¥庁側研究日/国学 が紹介され、耕地開発の過程についての

岡谷 I:ifi跡IU土の木簡」、永松みゆき

知野手口己「大分県国東町飯塚遺跡と出土

木簡」の報告があった。

山口報告は京大寺写経所の帳簿による事

務処理システムと比較しながら、 記録木

簡を検討し、同じ機能を持つものが紙の

文ß~にも木簡にもあるなどの両者・の共通

点と相違点とを指摘し、また各文f!?木簡

に名称を付けるべきとの提言を行った。

吉川報告は、全国81遺跡から11¥土した木

簡の概略を紹介した。江主li報告の扱う木

簡は「戊11.11p(648) Jを含む7世紀中楽の

もので、前期緩波宮の前i価に|苅わるill:~

性を持つ。熱凹氏は 「八野郷Jr i\'IìJ;t~J な

ど出雲国事¥11"]郡に属する郷名を記す木Oli

から、 三111谷I追跡が事11門郡家に!則:i1liす

る遺跡であることを指摘した。:tk松・舘

野報告は、飯塚:ifi跡から出土した約50点

の木簡訴が、 91世紀頃の水田経営と木製

品・金属製品製造の桜合的経営を物詩nる
ものであり、国崎律による交通とも|則わ

る可能性を指摘した。

なお「飛鳥i也逃跡の保存・活用について

の~~在宅FJ を総会で採択し、また f木術

研究J21号を刊行した(編集担当:~lìll牙

利己)0 舘野和己)

.埋蔵文化財写真技術研究会

1999年 7月2-3日に鈴11回総会および

研究会を行った。

7月2日:総会参加者148名(合委任

状)・講演 参加者103名「私と文化財写

兵J(引11幹雄氏;元奈文研)

7月3日:秘iiir 参加者115名「製版デー

タ利用についての現状と問題点J(木村恭

也氏;1河村印刷工業(株))fデジタルデ

ータ利用の現状と問題点J(川瀬敏雄氏 ;

(株)郷内カラー)f公開データベースへ

の道J<森本音氏;奈文研)f新製品モノ

クロフィルムの使用と展開J(井本IIH氏;

近代カラー “写兵天国杉本有l樹氏;

西大寺フォト・中村一郎氏;奈文研)

院大学留学中)が但当した。ぉt.r.jjirという 報告ーがあったロ (山中敏史) 公開討論 参加者122名「文化財写tiのこ

こともあり、聴衆は120名足らずで、前年 ・木簡学会 れからJ

の180名を下まわった。 (浅川滋男 1999年12月4-51:1の研究集会では、研 2日目の公開討論会は大変盛況で、参加l

。藤原京研究会

大藤原京城確認のための調子正研究の一環

として開催しており、今年で2回目であ

56 善寺文研年報/2∞0-1

先手I!告として山口築家Jr帳簿と木簡」、木
簡のLlI土事例報告として、吉川i絵r1999

年金回出土の木附J、江irui.羊「難波宮跡北

者がそれぞれ日頃から抱いている悩みや

疑rlllを公開の場で質問、討議する中で解

決への糸口を見つけた。 (中村一郎)



.r神社建築を考える」会 .建築史談話会

日本で「神」が、キj殿という建物に11む 1999(，1'.度は以下の研究発表と現場凡学会

のはいつからだろうか。かつては姿かた を行った。見学会は参加者が多いものの、

ちがない八百万神が仏像の泌物iによって 研究発表の際はafiぶれが IH~ られる 。 研究

人IIIJの姿 (人絡事11)となり、主1:般に住む 発表にもどんどん参加|してほしい。 '1JJ 

ようになるとされてきた。この説では剖 17F1:藤川凸樹(筑波大)r11"・近|止高野
般の成立は、仏教が伝来した6世紀中葉 山における 「谷Jの椛成と変巡J. ~日1減 ii!i

以降になる。近年、通説を否定し弥生・ 行(滋賀県教妥H文化財illj造物における

i5境時代にすでに神社があったとする説 保存修理の課題一沢~文化財鷲宮神社本

が、マスコミを通じて急述に浸透してき 般の保存修理l!を過して-Jo 5 JJ 22" 

た。その様拠は、伊勢神宮正殿と似た型 1，IH(4提寺金賞修里I!現場見学会。 6JJ 26 

立制i持ね:ill物の発見や、伊勢の建物自己i百 円:JlI7ドlumUj( r.~ 久ーチ大H 日本住宅日よ

との類似である。 の[1州事築一盛のさをIi日と柱の空IIU-J . ~依

これに対して建築史、文献史料、考717学 IlJW.l児 (名古以造形芸大H鎌倉時代の¥!r-

の立場から検討を加えた。-/lIi持柱は椴法 院迭のニ，三のIIiJlm-武士住宅をj凪し

ょ必aJiな裟位で、おu持柱建物日IJ神主1:と見 て-JoiJ117H:;事}inJ寺大I"J修理現場見

ることに合理的根拠がないこと、伊勢の 学会。10月16rJ:冷泉家修理I!現場見学会。

正般には古い建築総式が伐ったと見るべ 11月20日:滋村家修理現場見学会。12刀

きことなど、少なくとも令市IJ下の神社と 111:1 :妥木立嗣(大阪ーによH近|止におけ

円hi生・古岐事11段Jは別とする見方が大勢 る建築規制に対する大阪町奉行所・大

であった。検討成栄はJlll文研修テキス ト 組織・大工 .}juiセの対応に |刻する fr}f

f信仰JI則辿遺跡捌査線税J(2000(，~ 5 J'J発 究J. JlI本ifI!l[ri'首相ji寺方丈の捌査報告J

行)に収録した。 (金子裕之箱崎和久)

.国際セミナー「東南アジアの新石器時代 .平城宮第一次大極殿復原研究会

遺跡」 実路設計が:illiめられている平城宮第一次

アンコール文化遺産保護:lt同研究事一来・の 大級般の細部の仕織をiEめるべく、古代

附辿事業として、 平成ll(，lojjn 15日月間 処築の器製、木部、瓦泣き、彩色、金具

日の午後 21時から 511寺まで、研究所の小 谷:の~:匠、納まり等に |則する研究会を、

講堂において、表記のセミナーをIJfJ111¥し 昨年度から総統的にうた施している。本年

た。j郎氏は以下の4件である。 度においては下記の研究会をIlHflliした。

1新日l栄治氏(鹿児島大学 1999年 6月 2J] r古代寺院のけらぱ瓦」

「メ コン流域における文19]化iiij~とー 近年 花谷治(家文句f)、2000(，1.'2 ) J 2 rJ r鴎尾

の考古学研究の成来に基づいて-J についてJ大j協昔話(近後大学)、 2rIS日

2.ILI形民里l!子氏(東京大学古代建築の告u緋(幅h昔11.組物)-第一次

「ベトナム1:1]・南部の先!と時代と初JUJ:F. 大物1殿 5分の l悦裂を題材として-J.I;;J 

図の出現 rnfillー (祭文研) ・谷口;JHui玄(文位協)、

3. Min Aung Thwe氏(東京大学 月10日「金J1.J収付附所・イi線、 彩色純

rTwt.ilピルマの新石器H幸代ーサロウィン 閉 -内容」、 2)1 2911 r I~Îイtの本瓦のil'き

川河口地域を中心に-J 方についてJ111本il'fー (文化庁 選定f~~

4. Voeun Vuthy、HengSophady、Mao 存技術保持者)、:-1J1161:1 rrl'図の宮殿悠

Someaphyvath氏(プノンペン王立芸術 築の彩色についてJ稲m美総(京都大
大学) 学) . r文献資料からみた大緩般の壁j
rCircular Earthwork Krek 62/52の発似 館野和l己(誌を文研)。

j良県について」 これらの研究会での成米は、大躯股彼IJj¥

今回は東南アジアの新石器H寺代遺跡をテ 設計にいかされる。また、近々各研究会

ーマに、 I位近の調査成果の紛介を中心に、 の記録を/1¥版することにしている。

上況の各氏にご講i災いただいた。 (村図健一)

(西村康・杉山洋)
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